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お客様が神様で

なくなった？ 
昭和の演歌歌手の三波春男さ

んの名台詞に、「お客様は神様で

す。」がありましたが、昭和の常識は通用しない

社会になってしまったのでしょうか。少し前は、

アルバイト先での不適切な行為をネット上にア

ップし炎上するバイトテロが話題になりました

が、最近は、回転寿司客の不適切な行為がネット

上で炎上し、ニュースになりました。神様であっ

たお客様が悪魔なるとは、誰が予想したでしょ

う。それ以外にも、鉄道線路内に工事現場などで

仕切りに使われるコーンバーを投げ込む迷惑行

為動画を面白おかしくアップするなど、社会の

常識が壊れ、迷惑と冗談の区別が付かない人が

こんなにもいるのかと悲しくもなります。 

しかしながら、こういった迷惑行為は、ニュー

スになるだけでは片付けられないのが現実の社

会です。先の回転寿司のいたずら行為は未成年

でしたので、本人のみならず保護者の責任とな

ります。保護者同伴で回転寿司店に謝罪したよ

うですが、謝って済む問題ではありません。 

例えば、刑事事件となれば、他人が注文した寿

司を食べれば、その客や店が被害者となり窃盗

罪（刑法 235 条）・10 年以下の懲役または 50 万

円以下の罰金、わさびを混入したり、一度取った

お皿を戻したりする行為、しょうゆ差しの注ぎ

口をなめ回したりする行為は器物損壊罪（刑法

261 条）となり、3 年以下の懲役または 30 万円

以下の罰金。動画が拡散した結果、偽計業務妨害

罪（刑法 233 条）か威力業務妨害罪（同 234 条）

に問われ、3 年以下の懲役または 50 万円以下の

罰金。また、被害を受けた企業が損害賠償請求を

起こせば、数十万～数百万円もの賠償責任が生

じる可能性があると報道されています。さらに、

ネット上では当事者や家族の個人情報までさら

され、非難されている状況です。 

ネットの「いいね」がほしいだけのいたずら行

為が、大きな代償を払わされる結果となりそう

ですが、そうならないために、大

人は社会の常識を子どもに教え

ることが大事なのではないでし

ょうか。躾は、笑って済ませられ

ることではないのですから。 

2 月の一事徹底 
「時間前行動の徹底」 

自主登校時刻ぎりぎりの生徒が

少し見受けられます。ゆとりを持

って登校することは交通事故防止

に繋がりますから、遅刻 0 は大事

です。実際、遅れそうな生徒は点滅信号に駆け込ん

だり、横断歩道をショートカットしたりします。登

校指導中、交差点の右折車両が直進車線にだけ気

を奪われ、歩行者に気付かず猛スピードで突っ込

んでくるケースもあります。走り去る車を見れば、

遅刻しそうな生徒を送る車ではないかと思われる

こともあります。生徒同士が事故に絡むことは、非

常に残念なことです。お互いの安全を守る意味で

も、自分の力で起床し、ゆとりを持って自力で登校

することに努めてほしいものです。 

来週、学年末テストを迎えますので、授業開始 1

分前着席も徹底し、緊張感を高めましょう。 

2 年生元気塾 
今月 3 日(金)、14 歳の春・立志を迎える 2 年生

を対象に、鹿児島ユナイテッド応援リーダーの田

上裕さんを講師に招き、元気塾を実施しました。最

近はテレビのコマーシャルでも活躍中の田上さ

ん、体育館で 2年生全員を前に、

元気に熱く語っていただきまし

た。元プロサッカー選手の講師を

迎え、最前列で話が聞きたいと熱

望したサッカー部員もいたよう

ですが、行儀良く名簿順で整列し、お話を伺いまし

た。小さい頃からの夢を追いかけ、他人が無理だと

言っても諦めず挑戦し続け、Jリーグの公式戦に立

った田上さんのお話は、4月に 3年生となり進路を

考えなければならない 2 年生にとって、胸に響く

ものがあったと思います。さらに、自分の進路に向

けてだけではなく、来年度の 3年生・北中のリーダ

ーとしての意識も高まる機会になったのではない

かと期待しています。 

学 年 末 テ ス ト 前 の 大 切 な 週 末 を 有 意 義 に 。 



祝 全国表彰 
この度、金融広報中央委員会（愛称：知るぽると）

主催の第 55 回「お金の作文」コンクールにて、本

校 3年生の瀧野まのんさんの作文「円グラフに学

ぶ」が、特選(全国で 5人)の金融広報中央委員会

会長賞に輝きました。皆さんにもご一読いただき

たいと思い、掲載します。お金に疎い私も、読ん

でとても勉強になりました。 

「円グラフに学ぶ」 
3年 瀧野 まのん  

「さぁ、みんな席について。」 

リビングから父の呼ぶ声が聞こえる。目を向け

ると、カラフルな円グラフが描かれた紙で手招き

している。母は、急にスーパーに行かなきゃと言

ったが父に連れ戻された。今日は、年に１度の我

が家の「決算報告会」なのだ。 

一般的には、子どもにお金の話をしないのはも

ちろん、大人同士でも給料や貯金額などのお金の

話を他人と大っぴらに話すことはしない。だが、

我が家では「決算報告会」と称し、家のお金事情

について、隠すところなく公開している。実は、 

それが始まったのは、我が家に起こったある出来

事がきっかけだった。 

10 年前、妹が生まれたときのことだ。父は病院

から、なんと 360 万円もの請求書を受け取った。

妹が未熟児で生まれたためにたくさんの医療費が

必要だったためだ。どうやったらそんな大金を支

払えるのか全く見当もつかず、父は頭を抱えた。

車を売ること、郷里の両親に借りること、様々な

思いが頭をよぎり、握りしめた請求書が汗でぐっ

しょり濡ぬれてしまうほどだったらしい。そんな

父に、看護師さんが一つの資料を持ってきてくれ

た。「未熟児養育医療制度」と書かれたそのパン

フレットには、未熟児で生まれた子どもが必要な

医療を受けるための費用を、国と自治体が助成し

てくれるということが書かれていた。看護師さん

から説明を 受けた父は、すぐに手続きをして無

事に医療費を支払うことができた。そのとき初め

て、誰かのお金で我が子を生かしてもらったと強

く自覚したのだそうだ。 

その年から父は、我が家のキャッシュフローに

ついて記録を始めた。夫婦で決算報告会を始めた

のもそのときらしい。３年前からは、私と妹もそ

の会に参加するように義務付けられた。 

集まった私たちの前に置かれた円グラフは収入

が青色、支出が黄色、投資・貯

蓄が緑色、税金が桃色と、それ

ぞれ色分けされている。小学生

の妹にもわかるよう に見やす

く工夫されているのだ。 

「お前たちの塾代は、黄色に入れているよ。将

来頑張る力をつけるための大事な支出だ。頑張っ

て青色の金額をなるべく大きくすれば、お前たち

の桃色の金額も当然大きくなる。社会での役割が

大きくなるってことだな。」 

父の説明は続く。妹は少し前まで、しょっちゅ

う塾に行きたくないと言っていたが、自分の命が

誰かの「桃色」に支えられたのだと教えられてか

らは、文句を言わなくなった。私も、今まで知ら

なかった我が家のお金事情が目に見えてわかる 

ようになったので何だか楽しい。 

一番楽しみなのは、緑色、つまり投資・貯蓄の

ことについて、父と議論することだ。日本では「拝

金主義」「成金」などの言葉からわかるように、お

金儲もうけは悪だというイメージがある。そのた

め投資も、お金儲けのための行為だと誤解され、

敬遠されがちだ。このことは日本銀行調査統計局

の 2021 年のデータからもわかる。このデータに

よると米国民は所持額の約 50％と、かなり大きな

割合を投資に使っているのに対し、日本国民は所

持額の 54％を現金・預金で持っているらしい。 

この事実を見ると、そもそも欧米諸国と日本と

では「投資」そのものに対する考え方が根本的に

違うのではないだろうか。疑問に思った私は、そ

れを父にぶつけてみた。 

「投資を自分のお金儲けのためのものだと考

えるのではなく、投資することでまず社会を良く

して、それから結果として自分にも何かしらの利

益がもたらされるものだと考えているのじゃな

いかな。だから、投資へのイメージも日本とは違 

うのだろうね。」 

その言葉は、私の考え方を180度変えてくれた。

投資とは手持ちのお金を増やす前に､まずは他人

を、そして社会を良くすることにつながるのだ｡ 

「お金は自分だけのものではなく、社会を豊か

にしていくために使うことができる。」 

私がそんな思いを持って社会科見学に行った

ならば、単に生産技術やサービスに驚くだけでな

く、「この企業に私のお金を役立ててもらいたい

な」という気持ちが芽生えることだろう。その会

社の持つ将来性や社会との関わりについても、も

っと知りたいと思うに違いない。父の話をきっか

けにお金について学ぶことが社会の在り方にも

大きな影響を与えることを実感した。 

私は今、父とジュニアＮＩＳＡを申請し、積立

投資を始めた。今まで知らなかったお金の使い方

を学ぶことは、ゲームの必殺技を教えてもらった

とき以来の感動だ。私も近い将来自分で生計を立

てていくことになる。そのときは父の円グラフを

引き継いで決算報告会を開きたい。と、そう考え

ている。 

身 な り を 正 し 、 ゆ と り を 持 っ て 登 校 し よ う 。 


